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７月29日、
議員団の南部調査（府営水道・久御山広域ポンプ場）

10月14日、日本写真印刷（株）へ工場閉鎖とリストラ計画撤回の申し入れ
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は
じ
め
に
原
田
議
員
は
、
民
主
党
野
田
政
権
が
誕
生

し
た
が
、
こ
の
内
閣
は
、
財
界
・
ア
メ
リ
カ
に
直
結
の

自
民
党
政
治
に
逆
戻
り
と
い
う
姿
を
示
し
て
い
る
と
批

判
。
関
東
大
震
災
や
三
陸
地
震
な
ど
の
救
援
活
動
に
取

り
組
ん
で
き
た
歴
史
と
伝
統
を
も
つ
日
本
共
産
党
は
、

東
日
本
大
震
災
や
台
風
十
二
号
の
豪
雨
災
害
に
も
、
党

を
あ
げ
て
支
援
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、「
野
田

政
権
と
正
面
か
ら
対
決
し
、
国
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も

に
全
力
を
あ
げ
る
」
と
訴
え
、
質
問
に
入
り
ま
し
た
。

原
発
は
人
類
社
会
と
共
存
で
き
な
い

「
原
発
か
ら
す
み
や
か
な
撤
退
を
」

　

原
田
議
員
は
、
ま
ず
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事

故
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
、「
原
発
事
故
に
よ
り
家
族
が

バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
。
家
族
に
会
い
た
い
で
す
」
と
い

う
福
島
か
ら
京
都
に
避
難
し
て
き
た
若
い
母
親
の
声
を

紹
介
。
深
刻
な
被
害
が
ひ
ろ
が
る
な
か
で
、
京
都
で

も
「
原
発
反
対
」
の
大
集
会
が
連
続
開
催
さ
れ
て
い

る
と
述
べ
な
が
ら
、
知
事
に
対
し
、「
原
発
は
人
類
社

会
と
共
存
で
き
な
い
ほ
ど
の
リ
ス
ク
を
も
っ
て
い
る
」

「
原
発
が
抱
え
る
リ
ス
ク
を
ど
う
認
識
さ
れ
て
い
る
か
」

「
す
み
や
か
に
原
発
か
ら
撤
退
す
る
立
場
に
立
つ
べ
き

だ
」
と
迫
り
ま
し
た
。

原
発
再
稼
働
、老
朽
原
発
、「
も
ん
じ
ゅ
」

運
転
再
開
は
認
め
ら
れ
な
い

　

さ
ら
に
、
と
く
に
危
険
が
集
中
す
る
若
狭
湾
の
原
発

群
に
つ
い
て
、「
住
民
の
納
得
が
得
ら
れ
な
い
原
発
や

老
朽
原
発
の
再
稼
働
反
対
」「
敦
賀
原
発
三
、
四
号
機

の
新
規
増
設
反
対
」「
も
ん
じ
ゅ
の
存
続
反
対
と
核
燃

料
サ
イ
ク
ル
計
画
か
ら
の
撤
退
」
と
い
う
立
場
に
知
事

は
立
つ
べ
き
と
求
め
ま
し
た
が
、
知
事
は
「
福
井
県
知

事
と
同
じ
考
え
」
と
述
べ
る
だ
け
で
、
原
発
問
題
す
べ

て
に
つ
い
て
明
確
な
答
弁
を
避
け
ま
し
た
。

府
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

政
策
の
基
幹
に
据
え
る
べ
き

　
「
脱
原
発
の
決
断
を
出
発
点
と
し
、
再
生
可
能
エ
ネ

代表質問

9月27日
原田　完議員

（京都市中京区）

　

原
田
完
議
員
は
、
九
月
二
十
七
日
の
府
議
会
本
会
議
で
代
表
質
問
に
立
ち
、
原
発
か
ら
の
撤
退
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
、
中
小
企
業
支
援
の
た
め
の
固
定
費
補
助
や
低
価
格
入
札
問
題
、
コ
メ
の
先
物
取
引
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）

問
題
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
知
事
に
迫
り
ま
し
た
。

原
発
か
ら
の
す
み
や
か
な
撤
退
を

低
価
格
入
札
問
題
を
改
善
し
、

地
元
中
小
業
者
の
営
業
を
守
れ

ル
ギ
ー
を
政
策
の
基
幹
に
据
え
る
こ
と
が
必
要
」
と
述

べ
た
原
田
議
員
は
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
潜
在
能

力
は
極
め
て
大
き
く
、
太
陽
光
発
電
で
は
現
在
の
百
倍

以
上
の
潜
在
電
力
量
が
あ
る
」、
し
か
し
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
で
「
京
都
は
全
国
四
十
一
位
と
大
き

く
遅
れ
て
い
る
」
と
批
判
。「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
抜
本
的
拡
充
を
大
き
な
柱
に
し
、
導
入
目
標
を
明
確

に
す
べ
き
」
と
迫
り
ま
し
た
。

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
」を

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
拡
充
の
力
に

　

具
体
的
な
問
題
と
し
て
、
住
宅
に
太
陽
光
発
電
設
備

を
設
置
す
る
際
、
屋
根
や
壁
の
補
修
等
の
リ
フ
ォ
ー
ム

が
必
要
な
場
合
も
あ
る
、
京
都
府
民
の
リ
フ
ォ
ー
ム
へ

の
要
求
も
四
三
・
三
％
へ
と
増
加
し
て
い
る
と
し
て
、

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を
つ
く
り
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
拡
充
の
大
き
な
力
に
す
べ
き
」
と
求
め
ま

し
た
。

工
場
家
賃
等
の
固
定
費
へ
の
補
助
な
ど
、

中
小
企
業
支
援
の
抜
本
的
強
化
を

　

円
高
が
長
期
化
す
る
も
と
、
機
械
金
属
加
工
業
な
ど

で
、
大
企
業
か
ら
下
請
け
に
加
工
賃
切
り
下
げ
が
迫
ら

れ
、
応
じ
な
い
業
者
を
廃
業
に
追
い
込
む
よ
う
な
事
態

に
な
っ
て
い
る
と
し
て
、「
府
が
申
告
者
を
匿
名
に
し
、

取
引
調
査
、
調
整
斡
旋
に
関
与
で
き
る
よ
う
な
制
度
を

つ
く
る
べ
き
」と
要
求
。
ま
た
、全
業
者
を
対
象
に
リ
ー

ス
料
や
工
場
家
賃
へ
の
補
助
な
ど
、
支
援
の
抜
本
的
強

化
を
求
め
ま
し
た
。

地
元
中
小
業
者
の

営
業
を
守
る
た
め
、

低
価
格
入
札
問
題
の
改
善
を

　

税
金
の
効
率
的
な
運
用
だ
と
し
て
、
公
共

事
業
の
低
価
格
入
札
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
問

題
に
つ
い
て
、
原
田
議
員
は
、
上
京
警
察
署

の
耐
震
工
事
設
計
で
予
定
価
格
の
三
九
％
で

落
札
さ
れ
た
が
、「
赤
字
覚
悟
で
な
け
れ
ば

対
抗
で
き
な
い
」
と
同
業
者
が
言
っ
て
い
る

例
や
、
京
丹
後
市
で
土
木
関
係
企
業
五
軒
が

倒
産
し
た
が
「
落
札
価
格
が
安
す
ぎ
て
採
算

に
合
わ
な
い
」
と
の
声
が
出
さ
れ
て
い
た
例

を
紹
介
。「
採
算
が
と
れ
な
い
最
低
制
限
価

格
の
引
き
上
げ
な
ど
、
入
札
制
度
改
善
が
必

要
だ
」
と
追
及
し
ま
し
た
。
知
事
は
「
最
低

制
限
価
格
の
あ
り
方
も
含
め
、
ダ
ン
ピ
ン
グ

対
策
と
し
て
入
札
制
度
改
革
を
進
め
る
」
と

アカンものはアカン
　代表質問の最初で、危険な原子力発電問題を取り上げました。チェ
ルノブイリやスリーマイル島事故、そして福島第一原発で明らかと
なっているように、現在の技術では原子力は事故が起これば、危険
の排除も暴走も止めることはできません。特異な危険を指摘して、
原発からの撤退を知事に迫りました。
　安全にコントロール出来ない原子力エネルギー。使用済み核燃料
の処理も出来ず「原発は人類社会とは共存できない」ことは明らかで
あるにもかかわらず、知事は原発からの撤退を表明しませんでした。
　いかに府民の命と健康、財産、故郷を守るのか、知事の姿勢が求
められています。アカンものはアカンと表明することこそ求められ
る知事の姿勢です。
　引き続き危険な原発からの撤退を求めて頑張ります。
� ［原田　完］

　“四角い釘（くぎ）”をご存知でしょうか。千年以上伝わる鍛
冶技術による和釘のことで、例えば東寺では400年前の大修
理でも使われました。京都にはいまも“四角い釘”をたたく鍛
冶屋があり、文化財修復には欠かせません。
　ところが今回、国宝知恩院の修復工事にはスーパーゼネコ
ンが「最安値」で参入。調べてみると、入札にスーパーゼネコ
ンしか参加できない条件が設定されているというのです。
　「ゼネコンが使うのは海外生産の安い釘。一方、伝統的技
術で文化財を守ってきた京都の業者や職人は『門前払い』。効
率優先では国宝文化財修理が変質してしまう！」と文教委員
会できびしく指摘し、入札の改善を求めたところです。
　千年紀をまたぐ国宝文化財を守るには、伝統技術を受け継
ぐ次世代の職人を育てる視点こそ必要だと思うのです。

四角い釘と国宝文化財

成宮 まり子
（京都市西京区）

答
弁
し
ま
し
た
。

コ
メ
先
物
取
引
は
や
め
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
反
対
を

　

八
月
か
ら
関
西
商
品
取
引
所
で
開
始
さ
れ
た
コ
メ
の

先
物
取
引
の
試
験
上
場
に
つ
い
て
、
コ
メ
を
投
機
の
対

象
と
し
、
安
定
供
給
を
崩
し
、
農
家
経
営
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
と
し
て
、「
政
府
に
先
物
取
引
の
認
可
の

撤
回
を
求
め
よ
」
と
迫
り
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
環
太
平
洋
連
携
協
定
へ
の
参
加
に
つ
い
て

は
、
不
安
定
雇
用
の
拡
大
な
ど
様
々
な
分
野
で
日
本
社

会
を
守
る
ル
ー
ル
が
壊
さ
れ
、
大
震
災
で
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
農
業
に
壊
滅
的
打
撃
を
与
え
る
こ
と
に
つ
な

が
る
と
し
て
、
知
事
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
の
立
場
に
立

つ
よ
う
求
め
ま
し
た
。
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放
射
能
被
害
か
ら
子
ど
も
・
住
民
の

命
を
守
る
取
り
組
み
を

　

島
田
議
員
は
、
放
射
能
被
害
か
ら
子
ど
も
や
住
民
を

守
る
た
め
に
、
汚
染
が
疑
わ
れ
る
す
べ
て
の
食
品
検
査

や
放
射
線
量
の
測
定
、
緊
急
除
染
と
恒
久
的
除
染
に
取

り
組
む
た
め
、
専
門
家
を
配
置
し
た
「
放
射
能
調
査
、

除
染
推
進
セ
ン
タ
ー
」
を
確
立
す
る
こ
と
、
科
学
者
、

生
産
者
、
消
費
者
等
の
意
見
を
ふ
ま
え
、
暫
定
規
制
値

を
検
証
し
、
見
直
し
を
行
な
う
等
、
国
に
要
請
す
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
校
や
保
育
園
の
保
護
者
か
ら
給
食
食
材
へ

の
不
安
が
出
さ
れ
る
も
と
で
、
市
町
村
と
連
携
し
、
簡

単
に
測
定
で
き
る
食
品
放
射
能
測
定
機
器
を
整
備
し
、

検
査
の
求
め
に
応
じ
る
体
制
づ
く
り
を
求
め
ま
し
た
。

　

知
事
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
放
射
性
物
質
の
除
染
等

を
地
方
自
治
体
が
実
施
す
る
場
合
、
全
額
財
政
措
置
を

講
ず
る
こ
と
、
食
品
検
査
の
た
め
の
体
制
や
機
器
の
拡

充
を
国
に
強
く
要
請
し
て
い
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

検
査
体
制
を
強
化
し

生
産
者
を
風
評
被
害
か
ら
守
れ

　

生
産
者
に
損
害
を
与
え
な
い
よ
う
、
国
の
責
任
で
迅

速
な
賠
償
を
行
な
い
、
そ
の
経
費
は
東
京
電
力
に
負
担

さ
せ
る
よ
う
要
請
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、「
取

引
業
者
か
ら
、
放
射
能
検
査
結
果
の
添
付
を
求
め
ら
れ

て
い
る
」
と
の
京
都
の
生
産
者
の
声
を
紹
介
し
、
府
と

し
て
、
農
家
の
検
査
要
望
に
、
迅
速
か
つ
無
料
で
応
え

る
検
査
体
制
の
強
化
を
求
め
ま
し
た
。

　

知
事
は
、
府
の
検
査
体
制
に
つ
い
て
「
現
行
の
民
間

委
託
検
査
に
加
え
、
迅
速
に
検
査
で
き
る
簡
易
検
査
機

器
を
導
入
し
、
さ
ら
に
多
く
の
品
目
に
つ
い
て
検
査
で
き

る
よ
う
体
制
充
実
、強
化
を
は
か
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

税
と
社
会
保
障
改
革
と
本
府
の

福
祉
医
療
制
度
見
直
し
に
つ
い
て

　

次
に
、「
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
成
案
」
は
、
二

〇
一
〇
年
代
半
ば
ま
で
に
消
費
税
を
一
〇
％
ま
で
引
き

代表質問

9月27日
島田 けい子議員

（京都市右京区）

　

島
田
け
い
子
議
員
（
右
京
区
選
出
）
は
、九
月
二
十
七
日
に
代
表
質
問
に
た
ち
、放
射
能
被
害
か
ら
子
ど
も
・
住
民
を
守
る
取
り
組
み
、「
税

と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
」
に
よ
る
負
担
増
・
給
付
減
の
改
悪
か
ら
府
民
の
く
ら
し
や
医
療
・
福
祉
を
守
る
京
都
府
の
役
割
に
つ
い
て
知
事

に
質
問
し
ま
し
た
。 放

射
能
被
害
か
ら
国
民
を
守
れ

府
民
の
命
守
る
地
域
医
療
再
生
へ
、

医
師
・
看
護
師
確
保
の
対
策
強
化
を

上
げ
、
年
金
の
支
給
額
引
き
下
げ
、
病
院
の
外
来
窓
口

負
担
へ
の
「
定
額
負
担
」
上
乗
せ
等
、
負
担
増
、
給
付

削
減
す
る
も
の
と
指
摘
。国
の
国
民
負
担
増
を
許
さ
ず
、

住
民
福
祉
の
向
上
を
責
務
と
す
る
府
と
し
て
、
京
都
府

福
祉
医
療
制
度
見
直
し
で
は
、
老
人
医
療
助
成
制
度
の

改
悪
を
や
め
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
、

父
子
家
庭
へ
の
支
援
、
障
害
者
医
療
の
対
象
拡
大
等
、

府
民
の
切
実
な
願
い
の
実
現
を
知
事
に
求
め
ま
し
た
。

地
域
医
療
再
生
に
つ
い
て

　

舞
鶴
市
で
「
中
丹
地
域
医
療
再
生
計
画
」
が
振
り
出

し
の
状
態
と
な
り
、
舞
鶴
市
民
病
院
が
三
月
末
に
整
形

外
科
を
廃
止
し
、
六
月
末
に
循
環
器
や
糖
尿
の
外
来
を

廃
止
、
休
日
一
時
救
急
も
廃
止
し
、
療
養
病
床
に
特
化

す
る
方
針
を
発
表
し
ま
し
た
。整
形
外
科
医
が
退
職
し
、

四
百
名
以
上
の
患
者
が
峰
山
の
丹
後
中
央
病
院
へ
一
日

か
け
て
通
院
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
や
救
急
医
療
で
も

交
通
事
故
で
運
ば
れ
、
脳
外
科
で
診
察
後
、
整
形
外
科

医
が
い
な
い
た
め
別
の
病
院
に
転
送
さ
れ
る
等
、
住
民

の
命
が
危
険
な
状
況
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
現
状
を
指

摘
。府
と
し
て
病
床
数
削
減
と
病
院
再
編
方
針
を
改
め
、

舞
鶴
に
不
足
し
て
い
る
救
急
医
療
、
リ
ハ
ビ
リ
、
呼
吸

器
、
小
児
医
療
の
提
供
体
制
を
確
保
し
、「
府
北
部
の

医
療
の
要
所
」
と
し
て
の
舞
鶴
地
域
医
療
の
役
割
を
発

揮
で
き
る
よ
う
地
域
医
療
再
生
計
画
策
定
と
医
師
派
遣

を
行
な
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

看
護
師
確
保
に
つ
い
て

　

看
護
師
不
足
か
ら
病
棟
閉
鎖
や
地
域
包
括
ケ
ア
の
要

所
と
な
る
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
閉
鎖
さ
れ
る
実

態
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
、
看
護
師
確
保
は
喫
緊
の
課

題
と
指
摘
。
府
と
し
て
労
働
局
と
連
携
し
、
深
刻
な
看

護
現
場
の
改
善
に
向
け
た
実
態
調
査
や
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を

行
な
い
、
現
場
の
医
療
労
働
者
の
代
表
や
患
者
・
地
域

住
民
な
ど
の
参
加
を
得
て
審
議
を
行
な
う
よ
う
求
め
ま

し
た
。

　

ま
た
、
看
護
師
の
過
労
死
や
過
酷
な
労
働
条
件
の
改

善
へ
、
看
護
師
配
置
基
準
を
引
き
上
げ
、
賃
金
労
働
条

件
の
抜
本
的
改
善
を
国
へ
要
請
す
る
と
と
も
に
、
府
立

医
科
大
学
付
属
病
院
や
洛
南
病
院
で
夜
勤
回
数
が
九
回

か
ら
十
一
回
と
い
う
状
況
が
常
態
化
し
て
い
る
問
題
を

正
規
の
看
護
師
を
増
や
し
て
改
善
す
る
こ
と
、
他
の
自

治
体
と
比
べ
て
大
幅
に
低
い
夜
勤
手
当
を
引
き
上
げ
る

こ
と
等
を
求
め
ま
し
た
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
・

ホ
ー
ム
の
安
全
対
策
強
化
を
急
げ

　

地
域
住
民
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
へ
何
度
も
要
請

し
て
き
た
Ｊ
Ｒ
太
秦
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
と
ホ
ー

ム
の
安
全
対
策
強
化
に
つ
い
て
、「
複
線
化
に
と
も
な
っ

て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
が
い
よ
い
よ
切
実
」「
ホ
ー

ム
が
狭
く
大
変
危
険
」
と
の
住
民
の
声
を
紹
介
し
、
京

都
市
や
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
状
況
と
事
業
着
手
の
今
後
の
見

通
し
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

知
事
は
、「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
で
き
る
よ
う
、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
で
検
討
が
進
ん
で
い
る
。
京
都
市
は
新
た

な
基
本
構
想
を
策
定
す
べ
く
協
議
会
を
七
月
に
立
ち
あ

げ
議
論
を
始
め
て
お
り
、
府
と
し
て
も
施
設
整
備
に
つ

い
て
、
国
、
京
都
市
と
連
携
し
て
支
援
を
行
な
う
な
ど

早
期
実
現
に
む
け
て
努
力
を
し
て
い
く
」
と
答
弁
し
ま

し
た
。

　府議会に復期し、最初の代表質問。地元や
医療の仲間のみなさんが「自分たちが送り出
した島田けい子の再デビュー戦、応援にいこ
う」とたくさん傍聴に来ていただきました。
相変わらず、知事の答弁は官僚答弁でしたが、
いくつか前進面もありました。現場調査を重
ねて皆さんの願いを届けることを一番大事に
して質問しましたが、「リアルでとてもよく
わかった」「看護師さんの過労死いうてはっ
たけど、親友の息子が医師になって頑張って
いたのに過労死したんだよ」「JR太秦駅のエ
レベーター設置にむけ、早期実現にとりくむ
と答弁があった。やはり声を上げることが大
事と思った」との感想をいただきました。あ
りがとうございました。� ［島田けい子］

Ｊ
Ｒ
太
秦
駅

　今議会は、原発問題にどういう立場で臨むのかが問われました。ところ
が、我が党以外はまともに取り上げず、知事も老朽原発やもんじゅの再稼
働については、答えませんでした。京都府内でも、京丹後市や宮津市な
ど「脱原発」の立場からの意見書が可決するなど、世論の大きな広がり
がある中で、いよいよ知事の対応が問われています。京都市も同様です。
　総務常任委員会では、関西広域連合で検討している、カジノを軸とし
た総合リゾートの検討について追及。関西財界の要求に答える形で、さ
らに国の法律改正を狙うもので、「まったく京都の観光等を充実する視
点がない」と指摘し「誰のためのリゾートか」と批判しました。同様に、
京都市でも水族館に続き、岡崎再開発が狙われています。
　市長選挙は、原発問題でも、開発問題でも、極めて重要です。

自治体のあり方が問われています

みつなが 敦彦（京都市左京区）
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東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
か
ら
京
都
に
避
難

し
て
こ
ら
れ
て
い
る
人
た
ち
へ
の
支
援
策

　

浜
田
よ
し
ゆ
き
議
員
は
二
十
八
日
、
府
議
会
本
会
議
で
一

般
質
問
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

浜
田
議
員
は
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
東
京
電
力
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
放
射
能
汚
染
へ
の
不
安

か
ら
、
京
都
に
避
難
し
て
こ
ら
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
の
要
望

を
紹
介
し
、
質
問
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
府
が
福
島
県
支
援
の
た
め
職
員
を
バ
ス
で
派
遣
す

る
た
め
に
、
京
都
と
福
島
県
を
往
復
す
る
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を

運
行
し
、
空
席
を
被
災
者
が
無
料
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
が
、
八
月
末
で
運
行
が
中
止
さ
れ
た
た
め
復
活
を
願

う
声
が
あ
り
ま
し
た
。
被
災
者
の
交
通
費
負
担
に
対
し
て
、

東
京
電
力
と
国
が
補
償
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
知
事
が
国
に
強

く
要
望
す
る
こ
と
を
求
め
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
再
開
ま

た
は
代
替
交
通
機
関
の
検
討
を
求
め
ま
し
た
。

��

ま
た
、
公
営
住
宅
の
入
居
期
限
が
一
年
、
国
家
公
務
員
宿

舎
の
入
居
期
限
は
来
年
三
月
末
と
な
っ
て
お
り
、
自
主
避
難

も
含
め
て
延
長
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
被
災
者
は
バ
ラ
バ
ラ
に
避
難
さ
れ
て
お
り
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
、
地
域
単
位
の
集
い
を
開

く
な
ど
の
支
援
と
避
難
者
の
就
労
支
援
を
求
め
ま
し
た
。

府
営
住
宅
の
入
居
期
間
二
年
延
長
が
実
現

　

知
事
は
「
京
都
府
が
受
け
入
れ
て
い
る
避
難
者
に
つ
い
て

は
、
自
主
避
難
の
方
も
ふ
く
め
応
急
仮
設
住
宅
に
準
じ
、
現

在
の
入
居
条
件
の
ま
ま
、
最
長
二
年
間
入
居
で
き
る
よ
う
延

長
を
検
討
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

商
店
街
・
小
売
商
店
へ
の
支
援
と

買
い
物
弱
者
対
策
を

　

次
に
商
店
街
支
援
と
「
買
い
物
弱
者
」
対
策
に
つ
い
て
、

本
府
の
「
商
店
街
・
小
売
商
業
活
性
化
プ
ラ
ン
」
改
定
に
あ

た
っ
て
、
ま
ず
「
買
い
物
弱
者
」
の
実
態
調
査
を
行
な
う
こ

と
を
求
め
ま
し
た
。
商
店
街
か
ら
は
、「
行
政
か
ら
の
補
助
金

は
あ
り
が
た
い
が
、
商
店
街
の
負
担
を
減
ら
し
、
補
助
率
を

も
う
少
し
上
げ
て
ほ
し
い
」
等
の
要
望
が
あ
り
、
補
助
金
を

引
き
上
げ
る
こ
と
や
、「
買
い
物
弱
者
」
に
な
っ
て
い
る
人
た

ち
へ
の
移
動
販
売
や
個
別
配
達
の
と
り
く
み
、
定
期
的
な
売

り
出
し
セ
ー
ル
な
ど
へ
の
支
援
を
行
な
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

生
活
に
欠
か
せ
な
い
、雲
个
畑
路
線
バ
ス
廃
止
に

つ
い
て
は
京
都
市
と
協
力
し
て
対
策
を

　

最
後
に
、
地
元
の
雲
个
畑
の
バ
ス
路
線
廃
止
問
題
に
つ
い

て
、
こ
の
バ
ス
が
唯
一
の
交
通
手
段
で
あ
っ
た
地
域
の
み
な

さ
ん
か
ら
、
バ
ス
存
続
を
求
め
る
切
実
な
声
が
た
く
さ
ん
寄

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、
京
都
府
と
京
都
市
が
協
力

し
て
、対
策
を
講
じ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
追
及
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
、
京
都
府
生
活
交
通
対
策
地
域
協
議
会
が
、
バ

ス
路
線
の
廃
止
計
画
を
追
認
す
る
だ
け
で
な
く
待
っ
た
を
か

け
、
生
活
交
通
手
段
の
確
保
方
策
を
検
討
す
る
よ
う
求
め
ま

し
た
。

一般質問　本会議質問は初めてだけに、さすがに緊張し
ました。何度も原稿を読む練習をしましたが、
いざ本番になると、残り時間を勘違いして、途
中から少し早口になってしまいました。しかし、
再質問、再々質問で時間調整を行なって、最後
は持ち時間ピッタリでした。
　質問の最後にも述べましたが、被災地から避
難されてきているみなさん、商売がやっていけ
なくなっている商店のみなさん、買い物が困難
になっているみなさん、生活交通手段が奪われ
ようとしているみなさんなど、くらしと営業の
苦難に直面しているみなさんの声を、知事なら
びに理事者に届けることはできたと思います。
被災者の方や雲ケ畑の方が、わざわざ傍聴に来
てくれたのも、励みになりました。
� ［浜田よしゆき］

浜田 よしゆき議員
（京都市北区）

9月28日

8月22日、シャトルバスの継続を求めて府知事に申し入れ

（₂₀₁₁年₁₀月₁₀日「しんぶん赤旗」より）
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府
立
定
時
制
・
通
信
制
高
校
の「
あ

り
方
を
見
直
す
」
懇
談
会
が
進
め
ら

れ
て
い
る
た
め
、
現
場
の
声
や
実
態

に
つ
い
て
独
自
調
査
を
行
な
い
ま
し

た
。

　
「
京
都
の
定
時
制
・
通
信
制
教
育
を

考
え
る
み
ん
な
の
会
」
で
は
、
現
役

高
校
生
や
卒
業
生
自
ら
の
成
長
の
様

子
が
生
き
い
き
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
中
学
校
で
は
ほ
と
ん
ど
不
登
校
。

今
は
体
育
祭
・
文
化
祭
や
ク
ラ
ブ
活

動
を
通
し
て
、
仲
の
い
い
友
達
が
広

が
り
、
登
校
し
て
い
る
」

　
「
定
時
制
は
ク
ラ
ス
人
数
も
少
な

い
し
授
業
も
ゆ
っ
く
り
。
先
生
に
質

問
し
や
す
い
し
、
友
達
が
教
え
て
く

れ
た
り
す
る
」

　

ま
た
、
府
立
桃
山
高
校
夜
間
定
時

制
で
は
、学
校
給
食
や
授
業
、ク
ラ
ブ

活
動
も
見
学
し
ま
し
た
。

　

先
生
方
か
ら
は
、
中
学
校

か
ら
の
「
学
び
な
お
し
」
を

重
視
し
て
い
る
こ
と
や
同
時

に
教
員
配
置
や
施
設
充
実
な

ど
の
要
望
も
語
ら
れ
ま
し

た
。

　

昼
間
定
時
制
の
府
立
福
知

山
高
校
三
和
分
校
へ
は
京
都

市
内
か
ら
通
学
し
て
い
る
高

校
生
と
と
も
に
、
二
時
間
半

鉄
道
・
バ
ス
を
乗
り
継
い
で

行
き
ま
し
た
。
豊
か
な
自
然
、
少
人

数
学
級
や
農
業
な
ど
の
実
習
、
先
生

方
も
て
い
ね
い
に
寄
り
添
い
、
安
心

し
て
学
べ
る
環
境
が
つ
く
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

あ
る
先
生
は
「
不
登
校
や
、
家
庭

事
情
な
ど
の
重
い
荷
物
を
背
負
っ

て
、
前
に
歩
け
ず
し
ゃ
が
み
こ
ん
で

し
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
横
に
し
ゃ
が

み
こ
ん
で
話
を
聞
き
、『
よ
っ
こ
い

し
ょ
！
』
と
一
緒
に
立
ち
あ
が
る
の

が
、
教
師
の
役
割
」
と
話
し
て
お
ら

れ
ま
す
。

　

定
時
制
高
校
は
、
こ
れ
か
ら
の
人

生
を
仲
間
と
と
も
に
励
ま
し
あ
っ
て

歩
き
出
す
た
め
の
か
け
が
え
の
な
い

居
場
所
。
府
民
的
な
議
論
を
じ
っ
く

り
行
な
う
こ
と
こ
そ
必
要
で
す
。

府立高校
定時制の調査

も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う
か
」

○「
福
島
で
教
員
を
や
っ
て
い
た
の
で
、

教
員
採
用
試
験
を
受
け
た
い
が
、
来
年

度
分
は
七
月
末
で
締
め
切
ら
れ
て
い
ま

す
。
臨
時
の
募
集
を
お
願
い
し
ま
す
」

◇
日
本
共
産
党
府
会
議
員

団
に
寄
せ
ら
れ
た
メ
ー
ル

よ
り

　
「
現
地
に
行
く
だ
け
で
な
く
、
無
料

で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
乗
せ
て
く
だ
さ
り

ど
れ
ほ
ど
助
か
っ
た
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
私
は
子
ど
も
が
二
人
い
ま
す
が
長

男
は
中
学
生
で
難
し
い
年
齢
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
ど
う
し
て
も
避
難
し
た
く

な
い
と
言
い
、
や
む
を
得
ず
主
人
と
福

島
に
残
り
私
は
小
学
生
の
次
男
と
京
都

に
来
ま
し
た
。
二
重
生

活
と
い
う
厳
し
い
現
実

が
あ
り
ま
す
。
家
族
に

会
い
た
い
で
す
。
こ
れ

ま
で
色
々
と
し
て
く
だ

さ
っ
た
京
都
府
に
お
願

い
す
る
の
は
申
し
訳
な

く
思
う
の
で
す
が
、
ど

う
か
、
ど
う
か
、
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
の
延
期
を
考

え
て
も
ら
え
な
い
で

し
ょ
う
か
」

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
か
ら
京
都

へ
避
難
さ
れ
て
い
る
方
は
、
千
百
三
十

三
人
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
府
議
会
議

員
団
は
、
京
都
市
山
科
区
や
伏
見
区
な

ど
京
都
の
各
地
に
避
難
さ
れ
て
い
る
み

な
さ
ん
か
ら
、直
接
お
話
を
お
聞
き
し
、

本
会
議
や
委
員
会
で
取
り
上
げ
、
支
援

の
強
化
を
求
め
ま
し
た
。

◇
京
都
市
営
山
科
団
地
に

避
難
さ
れ
て
い
る
方
か
ら

の
お
話
よ
り

○
「
原
発
か
ら
十
八
キ
ロ
の
浪
江
町
か

ら
、
六
歳
と
四
歳
の
男
の
子
を
連
れ
て

避
難
し
て
き
ま
し
た
。
夫
は
千
葉
県
で

単
身
赴
任
、
母
と
姉
が
福
島
県
二
本
松

市
の
ア
パ
ー
ト
住
ま
い
で
三
重
生
活
で

す
。
交
通
費
の
負
担
が

た
い
へ
ん
で
す
」

○
「
住
民
票
を
移
し
て

京
都
府
民
に
な
っ
た
け

ど
、
公
営
住
宅
入
居
は

一
年
が
限
度
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
が
せ
っ
か
く
学
校
に

慣
れ
て
き
た
の
に
、
一

年
で
変
わ
る
の
は
か
わ

い
そ
う
で
す
。何
と
か
、

入
居
期
間
を
延
長
し
て

積
極
的
役
割
や
成
果
を
き
ち
ん
と
評
価
し
、

全
体
の
教
育
に
生
か
す
こ
と
こ
そ
大
事

　

七
月
に
府
教
育
委
員
会
が
立
ち
上
げ
た
「
府
立
高
校
定
時

制
・
通
信
制
教
育
の
在
り
方
懇
談
会
」
で
は
、
定
時
制
・
通

信
制
高
校
の
新
し
い
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
つ
い
て
、
急
ピ
ッ
チ

で
結
論
が
出
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
西
脇
い
く
子
議
員

は
、
定
時
制
高
校
に
伺
い
、
授
業
に
直
接
参
加
し
、
ク
ラ
ブ

活
動
な
ど
も
拝
見
し
た
上
で
、
現
場
の
教
職
員
や
在
校
生
な

ど
か
ら
聞
き
取
り
を
行
な
い
ま
し
た
。
そ
の
話
な
ど
を
も
と

に
、
定
時
制
高
校
の
重
要
な
役
割
と
現
場
か
ら
求
め
ら
れ
て

い
る
改
善
点
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

西
脇
議
員
は
は
じ
め
に
、
中
学
校
か
ら
不
登
校
だ
っ
た
生

徒
が
定
時
制
高
校
に
入
学
し
、
学
校
行
事
や
ク
ラ
ブ
活
動
な

ど
を
通
し
て
自
己
変
革
を
と
げ
て
い
る
と
い
う
重
要
な
取
り

組
み
を
紹
介
し
、
現
場
の
先
生
方
の
大
き
な
努
力
と
と
も
に

少
人
数
ク
ラ
ス
だ
か
ら
こ
そ
一
人
ひ
と
り
に
丁
寧
に
関
わ
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
同
「
懇
談
会
」
で
、「
勤
労
青
年
に
高
校
教
育
の

機
会
を
保
証
す
る
と
い
う
定
時
制
高
校
の
元
来
の
役
割
が
変

わ
っ
て
き
た
」
と
の
報
告
が
あ
り
、
多
様
化
す
る
生
徒
に
対

応
す
る
た
め
と
し
て
「
午
前
部
・
午
後
部
・
夜
間
部
を
置
き
、

個
々
の
状
況
で
部
移
動
で
き
る
三
部
制
」
が
議
論
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
紹
介
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
生
徒
の
層
が

変
わ
っ
て
き
た
と
し
て
も
、
学
年
と
ク
ラ
ス
を
基
本
に
少
人

数
で
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
て
き
た
定
時
制
高
校
の
役
割

は
何
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
」
こ
と
、
三
部
制
に
つ
い
て
は
全

国
で
ほ
と
ん
ど
成
功
し
て
い
な
い
と
い
う
問
題
を
指
摘
し
ま

し
た
。

　

そ
の
上
で
、
定
時
制
高
校
が
果
た
し
て
き
た
役
割
に
つ
い

て
、
府
は
ど
う
評
価
し
て
い
る
の
か
と
質
問
。
加
え
て
、
少

人
数
学
級
の
さ
ら
な
る
改
善
や
養
護
教
諭
の
正
規
職
員
化
を

求
め
ま
し
た
。
定
時
制
高
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、同「
懇

談
会
」で
す
ら
意
見
が
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、

生
徒
や
保
護
者
、
現
場
教
職
員
な
ど
府
民
的
な
議
論
を
求
め

ま
し
た
。

　

そ
れ
に
対
し
教
育
長
は
、「
定
時
制
教
育
の
果
た
し
て
い

る
役
割
は
重
要
で
あ
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

跡
地
へ
の
交
番
の
設
置
と

住
民
の
要
望
を
活
か
す
よ
う
な
利
活
用
を

　

堀
川
警
察
署
は
、
他
署
に
機
能
移
転
と
な
り
事
実
上
廃
止

と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、醒
泉
学
区
の
連
合
自
治
会
か
ら
、

「
治
安
の
た
め
に
も
交
番
な
ど
の
防
犯
機
能
を
残
し
て
ほ
し

い
」
と
の
申
し
入
れ
が
行
な
わ
れ
、
醒
泉
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
も
、
交
番
の
設
置
や
さ
ま
ざ
ま
な
要

望
が
出
さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
、
地
域
住
民
の
要
望
を
活
か

す
よ
う
求
め
ま
し
た
。

一般質問　現在、京都府は、定時制も含めた、京都府全
体の高校教育「改革」を急ピッチで進めようと
しています。定時制高校についても「柔軟なシ
ステム」「単位制の3部制高校」などが必要と
の意見が「京都府定通懇談会」で出されていま
すが、改めてそもそもこれまで定時制高校で学
ぶ多くの生徒たちが、なぜ不登校から立ち直り、
自己回復できたのかについて検証し、経験を高
校教育全体に活かすことが大事だという立場で
論戦に臨みました。
　しかし……宇治支援校や盲学校教育条件、定
通高校のあり方、高校学費無償化問題、学校給
食の放射能問題など今後も引き続き取り上げる
べき課題は山積みです。
� ［西脇いく子］

西脇 いく子議員
（京都市下京区）

9月29日

堀
川
署
跡
地
の
利
活
用

定
時
制
高
校

9月13日、府立福知山高校三和分校（定時制）を訪問

8月、被災者から聞き取りをする浜田議員と
本庄孝夫元議員

東
日
本
の
被
災
地
か
ら

京
都
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
の
要
望 

（
一
部
）
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西
陣
と
伝
統
産
業
に
緊
急
の
支
援
を

府
は
原
発
か
ら
の
撤
退
を
明
確
に
し
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
基
幹
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

　

さ
こ
議
員
は
、
和
装
伝
統
産
業
で
は
東
北
地
方
が
重
要
な

市
場
で
あ
り
、「
取
引
先
が
被
災
し
、
商
品
は
流
出
、
売
掛

金
の
回
収
や
委
託
商
品
の
回
収
も
で
き
な
い
」
な
ど
甚
大
な

損
害
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。
消
費
の
停
滞
も
あ
り
仕

事
の
減
少
と
と
も
に
資
金
繰
り
の
悪
化
も
予
測
さ
れ
る
中
、

緊
急
対
策
と
し
て
「
損
害
の
補
償
」「
需
要
喚
起
の
呼
び
水

的
事
業
な
ど
直
接
の
仕
事
づ
く
り
」
を
求
め
ま
し
た
。

丹
後
や
西
陣
の
最
低
賃
金
を
改
善
し
、

働
く
人
が
生
活
で
き
る
よ
う
に
支
援
せ
よ

　

今
後
の
振
興
策
で
は
、
西
陣
や
丹
後
で
仕
事
が
な
い
こ
と

や
工
賃
引
き
下
げ
の
広
が
り
で
「
生
活
で
き
な
い
」
と
悲
鳴

が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。
丹
後
で
は
府
が
労
働
局
と

と
も
に
家
内
労
働
法
に
よ
る
実
態
把
握
な
ど
を
含
め
援
助
・

支
援
を
は
か
る
こ
と
。
西

陣
で
は
業
界
と
労
働
者
、

職
人
な
ど
関
係
者
に
よ

る
、「
最
低
工
賃
協
議
会
」

の
設
置
、
最
低
工
賃
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
定
め
る
こ

と
、
伝
統
産
業
や
西
陣
織

従
事
者
に
対
す
る
独
自
の

所
得
補
償
制
度
を
作
る
こ

と
を
求
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
固
定
資
産
税

の
減
免
や
固
定
費
の
補
助

を
強
く
求
め
ま
し
た
。

　

後
継
者
の
育
成
で
は
、

支
援
技
術
習
得
を
援
助
す

一般質問
固定資産税減免へ一歩前進
　一般質問で地元・西陣や和装伝統産業の振
興策について支援を求めました。
　京都の西陣や和装伝統産業などの中小企業
が、東日本大震災や円高での影響で、深刻な
事態に直面しているもとで、損害への補填と
需要喚起の呼び水的な事業支援を求めました
が、知事は、新たな事業には踏み込みません
でした。
　また、「固定資産税の減免や固定費補助を」
と求めたことに、担当部長が「固定資産税に
ついては、京都市の所管ではあるが、府とし
ては西陣等のいっそうの振興のため、産地の
事業者や職人の方々の実情をよくお聞きする
中で、京都市や関係機関のみなさまと連携、
協議しながら、全力をあげて取り組んでいく」
と答弁しました。固定資産税減免が実現され
るよう引き続き頑張ります。
� ［さこ祐仁］

さこ 祐仁議員
（京都市上京区）

9月30日

　

二
〇
一
一
年
九
月
定
例
議
会
に
、「
京
都
府
児
童

ポ
ル
ノ
の
規
制
等
に
関
す
る
条
例
案
」
が
提
案
さ

れ
、
我
が
党
議
員
団
以
外
の
賛
成
多
数
で
成
立
し

ま
し
た
。

　

我
が
党
議
員
団
は
、
子
ど
も
を
性
的
対
象
と
す

る
児
童
ポ
ル
ノ
は
、
子
ど
も
に
た
い
す
る
最
悪
の

虐
待
行
為
で
あ
り
、
そ
の
非
人
間
的
な
行
為
を
絶

対
に
容
認
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
一
人
の
被
害
者

も
出
さ
な
い
社
会
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
は
、
大
人

社
会
の
重
大
な
責
任
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
現
行
法
制
の
下
で
、
児
童
ポ
ル
ノ
そ
の

も
の
の
作
成
・
流
通
・
販
売
と
提
供
を
目
的
と
し

た
所
持
に
つ
い
て
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
出
回
っ
て
い
る
大
量
の
児
童

ポ
ル
ノ
は
現
行
法
を
厳
格
に
運
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
な
く
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
回
の
条
例
は
児
童
ポ
ル
ノ
の
単
純

所
持
を
規
制
し
、
刑
事
罰
ま
で
設
け
よ
う
と
す
る

も
の
で
、
我
が
党
議
員
団
は
大
き
な
問
題
を
は
ら

ん
で
い
る
と
し
て
反
対
し
ま
し
た
。

○
そ
の
理
由
は
第
一
に
、「
児
童
ポ
ル
ノ
の
定
義
」

が
曖
昧
で
あ
る
た
め
で
す
。

　

条
例
案
二
条
に
は
「
児
童
ポ
ル
ノ
の
定
義
」
が

規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
「
衣
服
の
全
部

ま
た
は
一
部
を
着
け
な
い
児
童
の
姿
態
で
あ
っ
て

性
欲
を
興
奮
さ
せ
、
ま
た
は
刺
激
す
る
も
の
」
と

い
う
法
律
で
使
用
さ
れ
て
い
る
あ
い
ま
い
な
定
義

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
被
写
体
と
な
る
児
童
の
人

権
を
ま
も
る
こ
と
は
当
然
で
す
が
、
一
般
的
な
写

真
や
芸
術
作
品
な
ど
、見
る
側
の
「
主
観
」
に
よ
っ

て
禁
止
や
規
制
対
象
と
な
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
廃
棄
命
令
や
刑
事
罰
を
伴
う
児
童
ポ
ル

ノ
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
全
裸
な
ど
と
し
て
い
ま

す
が
、
全
裸
の
幼
児
期
の
成
長
の
記
録
な
ど
に
つ

い
て
は
、対
象
と
な
ら
な
い
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

京
都
弁
護
士
会
の
本
条
例
案
に
対
す
る
意
見
書

に
も
「
罰
則
を
伴
う
規
制
法
制
に
つ
い
て
は
、
罪

刑
法
定
主
義
の
観
点
か
ら
規
制
対
象
が
明
確
に
定

め
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
」と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
反
対
の
理
由
の
第
二
は
、
単
純
所
持
を
規
制
す

る
こ
と
に
よ
り
、
人
権
侵
害
の
危
険
や
え
ん
罪
の

可
能
性
が
あ
る
た
め
で
す
。

　

委
員
会
質
疑
で
「
単
純
所
持
」
に
つ
い
て
、「
警

察
か
ら
の
情
報
提
供
を
得
て
所
持
が
確
実
な
人
を

対
象
と
し
て
調
査
」
す
る
と
い
う
答
弁
が
あ
り
、

ま
た
立
入
調
査
を
拒
否
し
て
も
「
罰
則
が
な
い
」

等
が
示
さ
れ
た
も
の
の
、「
立
ち
入
り
調
査
を
拒

否
で
き
る
」
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
の
か
に

つ
い
て
は
、
一
切
答
弁
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

れ
で
は「
任
意
の
立
入
調
査
」だ
と
し
な
が
ら
、「
所

持
が
確
実
だ
」
と
最
初
か
ら
疑
っ
て
か
か
り
、
実

質
的
な
捜
索
が
行
わ
れ
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
立
入
調
査
の
際
に
「
そ
の
他
関
係
者
に

も
質
問
さ
せ
、
必
要
な
資
料
の
提
出
を
求
め
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
」
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
審
議

の
中
で
「
そ
の
他
関
係
者
」
と
は
、「
立
入
調
査

に
必
要
な
場
合
、
職
場
の
上
司
や
雇
用
主
、
家
主

や
家
族
、
ま
た
そ
れ
以
外
の
関
係
者
も
含
み
、
だ

れ
に
で
も
質
問
し
た
り
、
資
料
の
提
出
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
」
こ
と
、
さ
ら
に
立
ち
入
る
場
所

に
つ
い
て
は
「
本
人
の
部
屋
だ
け
で
は
な
く
、
家

族
の
部
屋
や
職
場
、
本
人
以
外
が
所
有
す
る
パ
ソ

コ
ン
な
ど
も
調
査
の
対
象
に
な
る
」
こ
と
が
明
ら

か
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
は
、「
児
童
ポ
ル
ノ

を
所
持
し
て
い
る
疑
い
を
も
た
れ
て
い
る
」
こ
と

が
家
族
や
職
場
の
同
僚
や
上
司
に
、
さ
ら
に
は
調

査
に
必
要
な
ら
ば
だ
れ
に
で
も
知
ら
れ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

調
査
権
や
捜
査
権
の
乱
用
の
恐
れ
と
い
う
点
で

も
、
個
人
情
報
保
護
の
点
か
ら
も
大
き
な
問
題
で

あ
り
、
大
変
な
人
権
侵
害
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

　

同
時
に
、
存
在
の
証
明
は
比
較
的
容
易
に
で
き

ま
す
が
、「
不
存
在
」の
証
明
は
非
常
に
困
難
で
、

ど
こ
ま
で
徹
底
的
に
調
査
す
る
の
か
、
そ
の
歯
止

め
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
「
廃
棄
命
令
」
に
つ
い
て
も
、
送
り
つ
け

ら
れ
た
メ
ー
ル
に
添
付
さ
れ
て
い
た
児
童
ポ
ル
ノ

画
像
や
、
荷
物
の
中
に
忍
び
込
ま
さ
れ
て
い
た
写

真
な
ど
を
知
ら
な
い
間
に
所
持
し
て
い
た
場
合
、

そ
の
根
拠
を
求
め
ら
れ
て
も
証
明
は
困
難
で
あ

り
、
誤
っ
た
「
廃
棄
命
令
」
を
受
け
て
し
ま
う
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
そ
れ
だ
け
で

い
わ
れ
の
な
い
社
会
的
制
裁
を
受
け
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

○
反
対
の
理
由
の
第
三
は
、
恣
意
的
な
運
用
が
な

さ
れ
る
危
険
が
あ
る
た
め
で
す
。

　

条
例
案
で
は
「
児
童
ポ
ル
ノ
を
所
持
・
保
管
し

て
い
る
と
見
ら
れ
る
も
の
」
に
対
し
て
は
立
入
調

査
を
行
う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
児
童
ポ
ル
ノ
の
流
出
は
、
画

像
を
所
持
し
た
人
物
を
特
定
す
る
こ
と
は
大
変
困

難
で
す
。
京
都
弁
護
士
会
の
意
見
書
で
も
「
立
入

調
査
に
名
を
借
り
て
恣
意
的
に
事
実
上
の
捜
索
が

行
わ
れ
る
危
険
性
す
ら
あ
り
、
い
た
ず
ら
に
市
民

生
活
の
平
穏
を
乱
す
恐
れ
が
あ
る
」
と
警
鐘
を
な

ら
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
条
例
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
、
条
例

案
の
骨
子
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
た
の
が

七
月
で
、
条
例
案
が
示
さ
れ
た
の
が
九
月
の
本
会

議
開
会
の
直
前
で
し
た
。
こ
れ
だ
け
重
要
な
問
題

は
、ま
だ
ま
だ
府
民
的
な
議
論
が
不
十
分
で
あ
り
、

慎
重
な
審
議
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

　

本
府
が
や
る
べ
き
事
は
児
童
ポ
ル
ノ
に
よ
る
被

害
児
童
を
一
人
も
生
ま
な
い
た
め
、
情
報
リ
テ
ラ

シ
ー
教
育
や
性
教
育
、
府
民
へ
の
広
報
啓
発
な
ど

に
努
力
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
被
害
児
童
の
支
援
体

制
を
強
化
し
、人
的
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
で
す
。

我
が
党
議
員
団
は
、
児
童
ポ
ル
ノ
の
根
絶
の
た
め

力
を
尽
く
す
も
の
で
す
。�

以
上

　農商工労働観光常任委員会で、円高を口実とした大
企業の下請けいじめ問題をとりあげました。「工賃ダ
ウン可能品目の申告を求められ、ダウン出来ない品目
は他企業への発注同意を求められる。結局従わざるを
得ない」。ある下請け業者の実態を紹介し、下請け代

下請けいじめを許さない
指導と体制強化を

かみね 史朗（京都市右京区）

金法違反がまかり通っているにもかかわらず、京都府
が委託する「下請けかけこみ寺」の相談は昨年度たっ
た17件、法的な解決はゼロ。担当職員もたった１人で
あることが明らかになりました。　
　そこで府の取り組みも相談体制もきわめて不十分だ
と批判し、下請けを守る取り組みと体制を抜本的に強
化せよと迫りました。商工労働観光部長は、「下請け
取引の適正化へ取り組みを強める」と答えざるをえま
せんでした。

「
京
都
府
児
童
ポ
ル
ノ
の
規
制
等
に
関
す
る
条
例
」
に
つ
い
て（
見
解
）

二
〇
一
一
年
十
月
十
二
日　

日
本
共
産
党
京
都
府
会
議
員
団

る
た
め
に
、
後
継
者
と
そ
れ
を
育
成
す
る
業
者
へ
の
支
援
制

度
の
創
設
、
織
手
さ
ん
の
確
保
の
「
人
材
バ
ン
ク
事
業
」
へ

の
支
援
、
道
具
類
の
確
保
で
は
、
場
所
の
確
保
を
含
め
、
積

極
的
な
支
援
で
制
度
の
作
成
を
行
な
う
こ
と
を
求
め
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
西
陣
地
域
全
体
を
「
総
合
的
な
伝
統
産
業
の

集
積
地
域
」
と
し
て
再
生
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
最

後
に
、
西
陣
産
地
を
は
じ
め
和
装
・
伝
統
産
業
に
対
し
て
、

大
企
業
並
み
の
積
極
的
な
財
政
投
入
を
求
め
ま
し
た
。

原
発
か
ら
撤
退
し
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

基
幹
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
据
え
る
べ
き

　

原
発
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
で
は
、
代
表
質
問
で

ま
と
も
に
答
え
な
か
っ
た
知
事
に
対
し
、「
す
み
や
か
に
原

発
か
ら
撤
退
す
る
」
と
い
う
立
場
に
立
つ
べ
き
、「
老
朽
原

発
の
再
稼
働
は
認
め
な
い
」「
敦
賀
原
発
三
、
四
号
機
の
新

増
設
は
認
め
な
い
」
と
国
と
関
電
や
日
本
原
電
に
求
め
る
べ

き
、「
も
ん
じ
ゅ
」
の
運
転
再
開
に
反
対
し
、
核
燃
料
サ
イ

ク
ル
計
画
か
ら
撤
退
す
る
よ
う
に
、
政
府
に
強
く
求
め
る
べ

き
と
答
弁
を
求
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
原
発
か
ら
撤
退
し
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
府
の
基
幹
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
据
え
る
べ

き
と
迫
り
ま
し
た
が
、
知
事
は
答
弁
に
立
た
な
い
不
誠
実
な

態
度
に
終
始
し
ま
し
た
。

京
都
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
潜
在
電
力

量
は
福
井
の
原
発
の
総
発
電
量
に
匹
敵
す
る

　

太
陽
光
や
風
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
は
、
府
内
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
潜
在
電
力
量

は
、
福
井
の
関
西
電
力
原
発
の
総
発
電
量
に
匹
敵
す
る
規
模

と
指
摘
。
府
が
基
幹
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
据
え
、
中
小
企
業
へ
の

支
援
策
を
具
体
化
し
、
雇
用
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
は
か

る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
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山
内
よ
し
子
議
員
は
、
議
案
十
七
件
に
つ
い
て
賛
成
、
三

件
に
反
対
の
討
論
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
「
一
般
会
計
補
正
予
算
案
」
に
つ
い
て
は
、
わ
が
党
議
員

団
が
求
め
て
き
た
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の
増
設

や
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
障
害
者
施
設
の
建
設
、
保
育

所
の
建
設
や
増
設
な
ど
も
含
ま
れ
て
お
り
、
以
下
の
よ
う
な

点
を
指
摘
し
要
望
し
て
賛
成
し
ま
し
た
。

　

中
小
企
業
と
雇
用
対
策
に
つ
い
て
、
円
高
の
影
響
を
う
け

る
中
小
企
業
の
設
備
投
資
や
緊
急
雇
用
対
策
事
業
の
対
象
者

の
枠
が
狭
い
点
を
指
摘
し
、
制
限
の
緩
和
や
拡
充
を
求
め
ま

し
た
。

　

ま
た
、
太
陽
光
発
電
や
太
陽
熱
利
用
施
設
な
ど
の
家
庭
へ

の
設
置
に
対
す
る
融
資
制
度
に
つ
い
て
、
京
都
府
は
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
率
が
全
国
四
十
一
位
と
大
変
遅
れ
て
い
る

点
で
、
融
資
制
度
だ
け
で
な
く
新
た
に
補
助
制
度
の
創
設
も

強
く
要
望
し
ま
し
た
。

　

土
木
建
築
業
者
な
ど
府
内
の
業
者
の
仕
事
お
こ
し
と
労
働

者
の
労
働
条
件
が
確
保
さ
れ
る
た
め
に
も
、
公
共
工
事
に
お

け
る
最
低
制
限
価
格
の
見
直
し
と
、
公
契
約
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
も
強
く
求
め
ま
し
た
。

　
「
京
都
府
税
条
例
等
一
部

改
正
の
件
」
に
つ
い
て
は
、

大
資
産
家
を
優
遇
す
る
証
券

優
遇
税
制
の
延
長
で
あ
り
、

府
の
税
収
も
三
億
四
千
万
円

も
減
り
、
府
の
課
税
自
主
権

が
事
実
上
侵
害
さ
れ
る
も
の

と
、
ま
た
「
鳥
取
豊
岡
宮
津

自
動
車
道
野
田
川
大
宮
道
路

建
設
工
事
委
託
契
約
締
結
の

件
」
に
つ
い
て
は
、
地
元
か

ら「
大
き
な
負
担
が
か
か
る
」

こ
と
や
く
ら
し
の
道
路
整
備

を
ま
ず
急
い
で
ほ
し
い
と
の

閉会本会議
議案討論

「スピーディー」による
原発事故の予測を!!
　本府には、緊急時に放射線の拡散の影響を
予測する「スピーディー」の端末があります。
東京電力福島原発の事故のときに、スピー
ディーの予測した情報が速やかに提供されて
いたならば、多くの方が「無用な被ばく」を
せずにすんだと伝えられています。
　滋賀県では独自の大気シミュレーションを
行ない、福井の関電美浜原発で福島のよう
な事故が起こった時の予測を公表しました。
　それによると琵琶湖北部の117平方キロ
メートルで屋内待避が必要になる場合がある
ことがわかりました。
　本府は現在、原子力防災計画の見直しを行
なっていますが、府民生活・厚生委員会で「ス
ピーディーを活用し、今回の東京電力福島原
発の事故と同様の事故の想定を行ない、その
結果を公表して計画や訓練に生かすべきだ」
と要望しました。
� ［山内よし子］

山内 よし子議員
（京都市南区）

10月7日

要
望
が
あ
り
、
反
対
し
ま
し
た
。

　
「
国
宝
知
恩
院
本
堂
保
存
修
理
受
託
工
事
請
負
契
約
締
結

の
件
」
に
つ
い
て
は
入
札
条
件
の
改
善
が
必
要
で
あ
る
と
、

ま
た
「
財
産
取
得
の
件
」
に
つ
い
て
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運

営
は
本
来
府
の
直
接
事
業
と
す
べ
し
と
指
摘
し
賛
成
し
ま
し

た
。

　
「
京
都
児
童
ポ
ル
ノ
の
規
制
に
関
す
る
条
例
案
」
に
つ
い

て
は
、
児
童
ポ
ル
ノ
の
定
義
が
あ
い
ま
い
で
あ
る
こ
と
、
人

権
侵
害
や
冤
罪
を
生
む
危
険
や
恣
意
的
な
運
用
が
可
能
と
な

る
点
な
ど
重
大
な
問
題
点
が
あ
る
と
反
対
し
ま
し
た
。（
詳

細
は
11
頁
参
照
）

　

な
お
、
自
民
党
、
民
主
党
、
公
明
党
は
京
都
児
童
ポ
ル
ノ

条
例
案
に
つ
い
て
、「
懸
念
は
あ
る
が
効
果
の
ほ
う
が
大
き

い
」「
末
端
（
単
純
所
持
し
た
人
）
と
い
っ
て
も
製
造
販
売

者
に
な
り
う
る
」
な
ど
と
賛
成
討
論
を
行
な
い
ま
し
た
。

　警察常任委員会で、警察庁が全国の警察で試行している
取り調べの一部録画・録音について、京都府警での実施状
況を取り上げました。答弁では、09年４月から今年８月末ま
で裁判員裁判の対象事件166件のうち14件で実施、記録時間
は10分～15分程度と明らかにしました。
　また、聞き取りをした取調官全員が「公判での立証に効果
がある」と答え、全過程の可視化にも肯定的な意見が多かっ
たと報告されました。
　しかし、本格実施も不明確、試行件数も少なく、記録時
間も10分程度では全く不十分です。足利事件や布川事件な
どのように、無実の人を罪人にする冤罪事件を再び起こさな
いために、取り調べの全面可視化の早期実現が必要です。

取り調べの全面可視化を

まえくぼ 義由紀
（宇治市・久御山町）

　

討
論
は
、
ば
ば
こ
う
へ
い
議
員
が
行
な
い
、
わ
が
党
の
七

件
の
意
見
書
と
一
件
の
決
議
案
に
賛
同
を
求
め
ま
し
た
。（
今

議
会
の
計
十
九
件
の
意
見
書
・
決
議
案
の
採
択
結
果
は
、
Ｐ

14
参
照
）

　

わ
が
党
提
案
の
「
原
子
力
発
電
か
ら
の
撤
退
を
決
断
し
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
求
め
る
意
見
書
案
」
に
関

し
て
は
、
京
都
の
著
名
九
氏
が
原
発
に
頼
ら
な
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
社
会
の
あ
り
方
を
考
え
る
対
話
と
共
同
の
輪
を
広
げ
よ

う
と
、「
京
都
ア
ピ
ー
ル
」
を
発
表
さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
、

原
発
か
ら
の
撤
退
の
決
断
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発

や
普
及
、
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
へ
の
本
格
的
取
り
組
み
を
求

め
ま
し
た
。

　
「
脱
原
発
、
若
狭
湾
原
発
群
に
関
す
る
決
議
案
」
に
関
し

て
は
、
原
発
撤
退
の
立
場
に
立
ち
き
れ
な
い
知
事
を
厳
し
く

批
判
し
ま
し
た
。

　
「
放
射
能
か
ら
の
食
の
安
全
を
求
め
る
意
見
書
案
」
は
、

島
田
議
員
の
質
問
で
も
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
と
り
わ
け
妊

婦
さ
ん
や
子
育
て
世
代
か
ら
、
給
食
食
材
等
の
安
全
性
へ
の

心
配
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
応
え
た
も
の
で
す
。

　
「『
税
・
社
会
保
障
一
体
改
革
』
成
案
の
撤
回
を
求
め
る
意

見
書
案
」
に
関
し
て
は
、
こ
の
成
案
が
社
会
保
障
を
切
り
捨

て
、
消
費
税
増
税
を
狙
う
財
界
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
、
行
き
過
ぎ
た
大
企
業
へ
の
減
税
を
続
け
る
在
り

方
に
こ
そ
メ
ス
を
入
れ
、
不
要
不
急
の
予
算
を
見
直
し
、
国

民
の
立
場
に
た
っ
た
財
源
策
に
取
り
組
む
こ
と
を
求
め
ま
し

た
。

　
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
案
」
に

関
し
て
は
、
全
国
で
沸
き
起
こ
っ
て
い
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
を
前
提
と
し
た

自
公
提
案
の
意
見
書
案
を
批
判
し
ま
し
た
。

　

わ
が
党
提
案
の
私
学
助
成
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
案

は
、
私
学
助
成
の
国
庫
負
担
の
堅
持
と
拡
充
、「
高
等
学
校

等
就
学
支
援
金
制
度
」の
堅
持
を
明
確
に
求
め
た
も
の
で
す
。

討
論
で
は
、
国
公
立
高
校
授
業
料
の
無
償
化
の
反
面
、
私
学

は
支
援
金
の
支
給
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
も
指
摘
を

し
ま
し
た
。

　
「
公
立
高
校
授
業
料
無
償
化
の
『
見
直
し
』
に
反
対
す
る

意
見
書
案
」
に
関
し
て
は
、無
償
化
の
見
直
し
を
含
む
民
主
・

自
民
・
公
明
の
「
三
党
合
意
」
と
こ
れ
を
「
順
守
す
る
」
と

述
べ
た
野
田
首
相
を
批
判
す
る
と
と
も
に
、
制
度
の
存
続
は

当
然
と
す
る
立
場
を
述
べ
ま
し
た
。

　
「
高
齢
者
に
対
す
る
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
公
費
助
成
を

求
め
る
意
見
書
案
」
は
、
我
が
国
の
死
亡
原
因
の
第
四
位
と

な
っ
て
い
る
肺
炎
の
高
齢
者
で
の
予
防
と
重
度
化
を
防
ぐ
た

め
、
国
の
責
任
で
、
同
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
公
費
助
成
を
求

め
る
も
の
で
、
先
進
国
の
ほ
と
ん
ど
で
助
成
が
行
な
わ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
も
紹
介
し
、
実
施
を
求
め
ま
し
た
。

　

わ
が
党
も
賛
成
を
し
、
可
決
さ
れ
た
自
公
提
案
の
「
子
ど

も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
関
す
る
意
見
書
案
」
に

つ
い
て
は
、Ｐ
16
の
「
終
え
て
談
話
」
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
意
見
書
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

閉会本会議
意見書・決議案討論　今議会は、前回の６月定例議会から見ても、

原発ゼロに向けた国民的運動が広がる中で、
京都府としてどういった方向に進むのかが大
きく問われました。しかし、共産党以外から
はまったく質問すらされず、知事も「原発の
依存度を下げる」と繰り返し、具体的な問題
にはまったく答弁をしませんでした。
　建設交通委員会では、住宅リフォーム助成
制度、府民公募型公共工事の入札・発注問題
について追及しました。地域経済にも大きな
効果を生むはずの府民公募型の事業で、実際
には現場の職員が足りず、複数の工事がまと
め発注をされていることを指摘し、職員の増
員も含めしっかりと地域経済に資する運用が
なされるよう強く求めました。
� ［ばばこうへい］

ばば こうへい議員
（京都市伏見区）

10月7日

9月15日、福祉要求運動をすすめる実行委員会の
みなさんと懇談
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平成23年９月定例会 意見書・決議案の採決結果（閉会本会議）10月７日

2011年９月議会請願の審査結果（閉会本会議）10月７日

2011年９月議会　陳情又は要望

意見書・決議案名 提出会派 採決結果 共
産

自
民

民
主

公
明

創
生

１ 地方財政の充実・強化を求める意見書 自民・公明・民主 可決 × ○ ○ ○ ○

２ 電力多消費型経済からの転換を求める意見書 自民・公明・民主 可決 ○ ○ ○ ○ ○

３ 地方消費者行政の充実・強化に関する意見書 自民・公明・民主 可決 ○ ○ ○ ○ ○

４ 重度心身障がい児・者に対する施策の充実を求める意見書 自民・公明・民主 可決 ○ ○ ○ ○ ○

５ 森林整備加速化・林業再生事業の拡充・延長等を求める意見書 自民・公明・民主 可決 ○ ○ ○ ○ ○

６ 歴史的な円高に関する経済・雇用対策を求める意見書 自民・公明・民主 可決 ○ ○ ○ ○ ○

７ 京都舞鶴港の日本海側拠点港選定を求める意見書 自民・公明・民主 可決 ○ ○ ○ ○ ○

８ 新名神高速道路の全線着工を求める意見書 自民・公明・民主 可決 × ○ ○ ○ ○

９ 「子ども・子育て新システム」導入に関する意見書 自民・公明 可決 ○ ○ × ○ ○

10 保護者負担の一層の軽減と私学助成の充実を求める意見書 共産 否決 ○ × × × ×

11 私学教育の振興に関する意見書 自民・公明・民主 可決 ○ ○ ○ ○ ○

12 ＴＰＰに参加しないことを求める意見書 共産 否決 ○ × × × ×

13 ＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連携協定）への参加問題に関する意見書 自民・公明 可決 × ○ × ○ ○

14 「税・社会保障一体改革」成案の撤回を求める意見書 共産 否決 ○ × × × ×

15 原子力発電からの撤退を決断し再生可能エネルギーへの転換を求める意見書 共産 否決 ○ × × × ×

16 放射線からの食の安全確保を求める意見書 共産 否決 ○ × × × ×

17 高齢者に対する肺炎球菌ワクチンの公費助成を求める意見書 共産 否決 ○ × × × ×

18 公立高校授業料無償化の「見直し」に反対する意見書 共産 否決 ○ × × × ×

19 脱原発、若狭湾原発群に関する決議 共産 否決 ○ × × × ×

受理
番号 件　名 請願者 紹介議員

会派
共
産

自
民

民
主

公
明

創
生 審査結果

７の１～
７の３

原発依存はやめて持続可能な自然再生エネ
ルギーへの転換を求めることに関する請願

新日本婦人の会京都府本部
　会長　森下総子 共産 ○ × × × × 不採択

５ 重度心身障がい児に対する施策の充実に関
する請願

与謝郡与謝野町
　個人

自民・民主・
公明 ○ ○ ○ ○ ○ 採択

６ 訪問看護療養費に係る福祉医療制度の拡充
に関する請願

京都重症心身障害児（者）を守る会
　会長　森田弘和　ほか１名

自民・民主・
公明 ○ ○ ○ ○ ○ 採択

４ 京都経済と自治体の中小企業施策を守るた
めにTPP参加に反対することに関する請願

京都府商工団体連合会
　会長　伊藤　邦雄 共産 ○ × × × × 不採択

受理番号 件　名 陳情者・要望者 送付委員会

4の1～
4の2

原子力発電に依存したエネルギー政策の見直しを求める意見書
採択を求めることに関する陳情 京都府保険医協会　理事長　関　　浩 総務・環境

府民・厚生

5 福祉医療制度（41､ 43、44，45健管）の改善に関する陳情 京都府保険医協会　理事長　関　　浩 府民・厚生

○：賛成、×：反対
共産＝日本共産党議員団　自民＝自由民主党議員団　民主＝民主党議員団　公明＝公明党議員団　創生＝京都創生フォーラム
※京都創生フォーラムは１名のため、交渉会派には入っていない

は
じ
め
に

　

九
月
二
十
一
日
か
ら
開
か
れ
て
い
た
九
月
定
例
議
会
が
十
月
七

日
閉
会
し
た
。

　

本
議
会
は
、
野
田
政
権
が
誕
生
し
、
東
日
本
大
震
災
と
東
京
電

力
福
島
原
発
事
故
か
ら
半
年
以
上
が
経
過
し
た
も
と
で
、
原
発
へ

の
対
応
や
被
災
者
支
援
な
ど
が
問
わ
れ
る
と
と
も
に
、
震
災
と
円

高
等
に
よ
り
深
刻
と
な
る
景
気
・
経
済
状
況
に
、
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
の
か
が
問
わ
れ
た
議
会
で
あ
っ
た
。

　

我
が
党
議
員
団
は
、
震
災
・
原
発
問
題
を
真
正
面
か
ら
取
り
上

げ
る
と
と
も
に
、
く
ら
し
を
支
え
る
施
策
の
実
現
に
む
け
全
力
を

あ
げ
た
。

一
、
本
議
会
に
は
議
案
十
七
件
が
提
案
さ
れ
た
。

　

第
二
号
議
案
「
京
都
府
児
童
ポ
ル
ノ
の
規
制
等
に
関
す
る
条
例

案
」、
第
三
号
議
案
「
京
都
府
府
税
条
例
等
一
部
改
正
の
件
」、
第

八
号
議
案
「
鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道
野
田
川
大
宮
道
路
建
設
工

事
委
託
契
約
締
結
の
件
」
の
三
件
に
反
対
し
他
の
議
案
に
は
賛
成

し
た
。

　

第
一
号
議
案
「
平
成
二
十
三
年
度
京
都
府
一
般
会
計
補
正
予
算

案
」
に
は
、
こ
れ
ま
で
我
が
党
議
員
団
が
求
め
て
き
た
放
射
線
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の
増
設
、
緊
急
防
災
対
策
事
業
費
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
や
障
害
者
施
設
の
建
設
、
保
育
所
の
建
設
や
増
設

な
ど
が
含
ま
れ
て
お
り
賛
成
し
た
。

　

第
三
号
議
案
「
京
都
府
府
税
条
例
等
一
部
改
正
の
件
」
は
、
第

一
に
大
資
産
家
を
優
遇
す
る
証
券
優
遇
税
制
で
あ
る
株
式
配
当
・

譲
渡
益
の
軽
減
税
率
を
延
長
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
本
府
の

税
収
は
三
億
四
千
万
円
も
減
少
し
、
第
二
に
法
人
府
民
税
お
よ
び

法
人
事
業
税
に
か
か
る
知
事
権
限
の
委
任
解
除
は
、
地
方
税
機
構

に
事
務
移
管
す
る
も
の
で
、
委
員
会
審
議
で
は
、
客
体
の
把
握
や

調
査
は
「
税
機
構
で
行
な
う
」
と
答
弁
し
た
と
お
り
、
課
税
自
主

権
を
事
実
上
侵
害
す
る
も
の
で
、そ
の
た
め
の
委
任
解
除
で
あ
り
、

反
対
し
た
。

　

第
八
号
議
案
「
鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道
野
田
川
大
宮
道
路
建

設
工
事
委
託
契
約
締
結
の
件
」
は
、
こ
れ
ま
で
宮
津
～
岩
滝
間
は

国
道
一
七
六
号
、
一
七
八
号
、
三
一
二
号
線
と
京
都
縦
貫
道
を
結

ぶ
こ
と
で
地
域
住
民
に
と
っ
て
利
便
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
た
め

賛
成
し
て
き
た
が
、
野
田
川
大
宮
部
分
に
つ
い
て
は
、
森
本
か
ら

三
一
二
号
線
へ
の
接
続
道
路
整
備
な
ど
が
必
要
で
あ
り
道
路
整
備

に
大
き
な
負
担
が
か
る
こ
と
、
歩
行
者
や
自
転
車
の
安
全
対
策
を

含
め
、
水
戸
谷
や
二
箇
・
五
箇
等
の
狭
隘
部
分
な
ど
国
道
の
改
良

工
事
こ
そ
急
ぐ
べ
き
で
あ
り
反
対
し
た
。

二
、
第
二
号
議
案
「
京
都
府
児
童
ポ
ル
ノ
の
規
制
等
に
関
す
る

条
例
案
」
が
提
案
さ
れ
た
。
も
と
よ
り
子
ど
も
を
性
的
対
象
と
す

る
「
児
童
ポ
ル
ノ
」
は
絶
対
容
認
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
が
、
条
例
案
で
は
、
第
一
に
「
児
童
ポ
ル
ノ
」

の
定
義
が
曖
昧
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
、
単
純
所
持
を
規
制
す
る

こ
と
に
よ
る
人
権
侵
害
や
冤
罪
の
可
能
性
が
生
ま
れ
る
こ
と
、
第

三
に
、
恣
意
的
な
運
用
が
な
さ
れ
る
危
険
が
あ
る
こ
と
、
か
ら
反

対
し
た
。

　

も
と
も
と
、
本
条
例
案
は
、
山
田
知
事
が
先
の
知
事
選
挙
に
お

い
て
「
全
国
一
厳
し
い
児
童
ポ
ル
ノ
条
例
を
」
と
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

で
呼
び
か
け
て
今
回
提
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
京
都
弁
護
士

会
を
は
じ
め
、各
界
か
ら
様
々
な
意
見
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

府
民
的
議
論
が
不
十
分
な
ま
ま
、
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で
あ

る
か
の
よ
う
に
強
引
に
提
案
さ
れ
た
こ
と
は
重
大
で
あ
る
（
詳
し

く
は
Ｐ
11
議
員
団
「
京
都
府
児
童
ポ
ル
ノ
の
規
制
等
に
関
す
る
条

例
」
に
つ
い
て（
見
解
）参
照
）。

三
、
我
が
党
議
員
団
は
、
東
京
電
力
福
島
原
発
事
故
を
踏
ま
え
、

原
発
を
な
く
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
飛
躍
的
に
普
及
す
る

立
場
か
ら
積
極
的
に
論
戦
し
た
。

　

若
狭
湾
原
発
群
に
つ
い
て
、
代
表
質
問
、
続
く
一
般
質
問
で
も

「
停
止
中
の
原
発
・
も
ん
じ
ゅ
の
再
稼
働
中
止
」「
敦
賀
原
発
三
、

四
号
機
建
設
中
止
」
な
ど
一
つ
ひ
と
つ
に
つ
い
て
態
度
を
明
確
に

す
る
よ
う
迫
っ
た
が
、
知
事
は
「
原
発
へ
の
依
存
度
を
下
げ
る
」

と
言
い
な
が
ら
、
こ
れ
ら
直
面
す
る
課
題
に
つ
い
て
は
答
弁
を
避

け
た
。

　

さ
ら
に
他
会
派
か
ら
も
原
発
問
題
に
つ
い
て
、
そ
の
是
非
を
真

正
面
か
ら
取
り
上
げ
た
会
派
は
な
か
っ
た
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、
我
が
党
議
員
団
は
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
府
の
基
幹
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
位
置
づ
け
る

こ
と
を
求
め
た
。
今
回
提
案
さ
れ
た
「
ス
マ
ー
ト
エ
コ
ハ
ウ
ス
推

進
事
業
」
に
つ
い
て
、
太
陽
光
発
電
や
太
陽
熱
利
用
施
設
、
燃
料

電
池
な
ど
を
対
象
と
し
た
設
置
に
対
す
る
融
資
制
度
で
あ
る
が
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
が
全
国
四
十
一
位
と
遅
れ
て
い
る

京
都
府
に
対
し
て
、
補
助
制
度
の
創
設
、
さ
ら
に
小
水
力
・
小
型

風
力
を
は
じ
め
と
し
た
施
策
、
ま
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開

発
・
製
造
に
取
り
組
む
中
小
企
業
へ
の
支
援
制
度
の
創
設
を
迫
っ

た
。

四
、
震
災
や
円
高
が
京
都
経
済
や
中
小
企
業
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
も
と
で
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を
耐
震
、
太

陽
光
パ
ネ
ル
発
電
設
置
等
と
結
ん
で
取
り
組
む
こ
と
、
公
契
約
条

例
の
制
定
に
よ
る
下
請
け
保
護
、入
札
制
度
改
善
な
ど
を
求
め
た
。

知
事
は
「
地
域
に
貢
献
で
き
る
優
良
な
建
設
業
の
育
成
確
保
に
資

す
る
よ
う
最
低
制
限
価
格
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
も
含
め
、

総
合
的
な
ダ
ン
ピ
ン
グ
対
策
と
し
て
入
札
制
度
改
革
を
進
め
る
」

と
述
べ
、
議
会
終
了
日
に
は
、
我
が
党
議
員
団
が
求
め
た
と
お
り

「
入
札
制
度
改
革
検
討
会
議
」
を
設
置
し
、
改
善
の
検
討
が
始
ま

る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
深
刻
な
状
況
に
あ
る
西
陣
織
へ
の
対
策

を
求
め
た
こ
と
に
対
し
、「
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
京
都
市

の
所
管
で
は
あ
る
が
、
府
と
し
て
は
西
陣
等
の
い
っ
そ
う
の
振
興

の
た
め
、
産
地
の
事
業
者
や
職
人
の
方
々
の
実
状
を
よ
く
お
聞
き

す
る
中
で
、
京
都
市
や
関
係
機
関
の
皆
様
と
連
携
、
協
議
し
な
が

ら
、
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
答
弁
し
た
こ
と
は
重

要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
避
難
さ
れ
て
き
た
方
と
懇
談
を
重
ね
る
中
、
被
災
者
支

援
策
の
一
つ
と
し
て
、
自
主
避
難
者
も
含
め
府
営
住
宅
等
へ
の
入

居
期
間
の
延
長
を
求
め
た
こ
と
に
対
し
、
二
年
に
延
長
す
る
こ
と

を
検
討
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　

な
お
、
九
月
十
六
日
に
、
京
都
市
に
本
社
を
置
く
日
本
写
真
印

刷
が
、
正
社
員
四
百
人
、
非
正
規
社
員
三
百
人
の
計
七
百
人
の
削

減
と
、
国
内
生
産
拠
点
の
統
廃
合
計
画
を
発
表
し
た
。
本
府
内
で

は
、
四
百
人
が
働
く
亀
岡
工
場
で
は
工
場
の
一
部
を
今
年
度
中
に

閉
鎖
、
五
十
四
人
が
働
く
久
美
浜
工
場
は
縮
小
、
中
京
区
に
あ
る

本
社
工
場
の
リ
ス
ト
ラ
な
ど
、
多
数
の
労
働
者
が
退
職
に
追
い
込

ま
れ
か
ね
ず
、
雇
用
と
地
域
経
済
を
守
る
立
場
か
ら
、
亀
岡
市
議

団
・
京
丹
後
市
議
団
と
と
も
に
知
事
に
対
し
、
工
場
閉
鎖
の
撤
回

と
全
員
の
雇
用
確
保
を
求
め
る
申
し
入
れ
を
行
な
っ
た
。本
府
は
、

こ
れ
ま
で
七
千
万
円
も
の
企
業
立
地
補
助
金
を
出
し
て
お
り
、
そ

の
責
任
も
問
わ
れ
て
い
る
。

五
、
関
西
広
域
連
合
に
つ
い
て
、
自
民
党
議
員
か
ら
「
ど
こ
ま

で
が
広
域
連
合
で
、
ど
こ
ま
で
が
府
県
の
業
務
か
不
明
確
に
な
っ

て
き
て
い
る
」
と
指
摘
し
、「
ど
の
よ
う
な
手
順
で
、
ど
こ
ま
で

成
長
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
」
と
本
会
議
で
質
問
し
た
。
こ

れ
は
、
東
日
本
大
震
災
等
の
対
応
も
含
め
、
関
西
広
域
連
合
で
論

議
と
具
体
化
が
進
め
ら
れ
る
中
、
自
民
党
会
派
か
ら
も
地
方
議
会

の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
批
判
的
意
見
が
出
て
い
る
反
映
で
あ

る
。
知
事
は
「
関
西
広
域
連
合
に
お
け
る
議
論
を
時
期
を
失
す
る

こ
と
な
く
ご
報
告
、
ご
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
る

一
方
、「
京
都
府
と
し
て
の
視
野
」
と
「
関
西
と
い
う
全
体
の
中

で
調
整
・
調
和
」を「
複
眼
的
」に
論
議
す
る
こ
と
が
重
要
と
し
て
、

国
の
出
先
機
関
の
委
譲
も
含
め
す
す
め
る
決
意
を
示
し
た
。
こ
こ

に
も
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
関
西
広
域
連
合
で
の
具
体
化
に
対
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し
、
い
っ
そ
う
広
域
的
な
運
動
と
論
戦
が
本
格
的
に
求
め
ら
れ
て

い
る
。

六
、「
府
立
定
時
制
・
通
信
制
の
在
り
方
懇
談
会
」
か
ら
「
中
間

ま
と
め
」
が
出
さ
れ
た
も
と
で
、
調
査
に
も
と
づ
き
温
か
い
教
育

環
境
の
中
で
自
己
肯
定
感
を
持
ち
成
長
し
て
い
る
姿
を
紹
介
し
、

定
時
制
の
果
た
し
て
い
る
今
日
的
役
割
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
府

教
育
委
員
会
も
「
多
く
の
生
徒
が
学
習
や
部
活
動
な
ど
を
が
ん
ば

り
な
が
ら
人
間
関
係
を
築
い
て
成
長
し
、
意
欲
を
も
っ
て
学
校
生

活
を
送
っ
て
い
る
」「
定
時
制
教
育
に
は
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

生
徒
の
学
習
経
験
や
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
教
育
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、そ
の
果
た
し
て
い
る
役
割
は
重
要
」
と
答
弁
し
た
。
一
方
、

「
懇
談
会
」
で
は
「
定
時
制
・
通
信
制
の
再
編
」
や
「
三
部
制
」

な
ど
の
意
見
も
出
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
生
徒
や
保
護
者
、
関
係

者
も
含
む
慎
重
な
審
議
を
強
く
も
と
め
た
。
さ
ら
に
、
定
時
制
・

通
信
制
高
校
の
在
り
方
の
検
討
に
加
え
、
突
然
、
京
都
市
・
乙
訓

通
学
圏
の
教
育
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
を
表

明
し
た
こ
と
は
重
大
で
あ
る
。

七
、「
京
都
府
議
会
に
よ
る
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
支
援
に

関
す
る
条
例
」
が
成
立
し
た
。
こ
れ
は
、
高
す
ぎ
る
議
員
報
酬
の

削
減
に
つ
い
て
、
我
が
党
議
員
団
が
提
案
す
る
中
、
深
刻
な
震
災

と
原
発
被
害
に
対
し
、
議
会
の
意
思
を
示
し
支
援
す
る
た
め
、
当

面
の
措
置
と
し
て
一
議
員
に
つ
き
月
７
万
円
削
減
し
、
年
間
五
千

万
円
を
被
災
県
に
支
援
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
報
酬
見
直

し
に
つ
い
て
、
今
後
本
格
的
に
検
討
す
る
こ
と
も
合
意
さ
れ
た
。

八
、
今
議
会
で
、
こ
の
数
年
間
の
議
会
改
革
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
検
証
す
る
「
議
会
改
革
小
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
検
証
結

果
を
議
長
に
報
告
し
た
。
議
会
傍
聴
を
拡
大
し
て
き
た
が
、
課
題

と
な
っ
て
い
た
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
知
事
総
括
質
疑
（
テ
レ

ビ
中
継
）
に
つ
い
て
も
今
秋
か
ら
傍
聴
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
長

年
に
わ
た
り
我
が
党
を
委
員
会
正
副
委
員
長
か
ら
排
除
し
て
き
た

問
題
に
つ
い
て
厳
し
く
指
摘
し
、
解
決
を
求
め
た
。
今
後
、
議
会

改
革
の
検
討
の
中
で
、
議
論
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

九
、
足
利
事
件
や
布
川
事
件
な
ど
冤
罪
事
件
を
再
び
起
こ
さ
な

い
た
め
に
、
取
調
べ
の
全
面
可
視
化
の
早
期
実
現
を
求
め
た
。
警

察
常
任
委
員
会
で
は
、
京
都
府
警
に
お
け
る
試
行
中
の
取
り
調
べ

一
部
録
画
・
録
音
に
つ
い
て
、
〇
九
年
四
月
か
ら
今
年
八
月
末
ま

で
裁
判
員
裁
判
の
対
象
事
件
百
六
十
六
件
の
う
ち
十
四
件
で
実

施
、
記
録
時
間
は
十
分
～
十
五
分
程
度
、
聞
き
取
り
を
し
た
取
調

官
全
員
が
「
公
判
で
の
立
証
に
効
果
が
あ
る
」
と
答
え
、
全
過
程

の
可
視
化
に
も
肯
定
的
な
意
見
が
多
か
っ
た
と
報
告
さ
れ
た
。

十
、
我
が
党
議
員
団
提
案
の
「
原
子
力
発
電
か
ら
の
撤
退
を
決

断
し
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
求
め
る
意
見
書
案
」「
脱

原
発
、
若
狭
湾
原
発
群
に
関
す
る
決
議
案
」
を
は
じ
め
、
七
意
見

書
案
お
よ
び
一
決
議
案
を
含
む
十
九
件
に
つ
い
て
、
自
民
・
民
主
・

公
明
提
案
の
「
新
名
神
高
速
道
路
の
全
線
着
工
を
求
め
る
意
見
書

案
」「
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
案
」
及
び
自
民
・

公
明
提
案
の
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
）
へ

の
参
加
問
題
に
関
す
る
意
見
書
案
」
に
反
対
し
、他
の
意
見
書
案
・

決
議
案
十
六
件
に
は
賛
成
し
た
。

　
「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
」
の
導
入
に
つ
い
て
、「
法
案

提
出
方
針
を
撤
回
の
上
、
国
民
的
議
論
を
十
分
に
尽
く
す
」
こ
と

を
盛
り
込
ん
だ
「『
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
』
の
導
入
に

関
す
る
意
見
書
」
が
民
主
党
以
外
の
賛
成
多
数
で
成
立
し
た
。
二

月
議
会
で
我
が
党
議
員
団
提
案
の
「『
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス

テ
ム
』
の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書
案
」
は
我
が
党
以
外
の
反
対
に

よ
り
否
決
さ
れ
た
も
の
の
、
全
国
的
な
運
動
の
広
が
り
と
、
京
都

で
の
「
子
ど
も
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
に
反
対
す
る
京
都
の
会
」
に

よ
る
「
百
五
日
マ
ラ
ソ
ン
ス
ピ
ー
チ
」
や
、「
福
祉
要
求
運
動
を

す
す
め
る
実
行
委
員
会
」
に
よ
る
京
都
市
議
・
京
都
府
議
へ
の
働

き
か
け
な
ど
に
よ
り
、
今
回
可
決
し
た
。

　

今
後
「
地
方
の
創
意
工
夫
」
の
名
に
よ
る
保
育
所
に
対
す
る
国

の
最
低
基
準
の
緩
和
・
撤
廃
を
許
さ
ず
、
保
育
条
件
の
さ
ら
な
る

改
善
に
全
力
で
取
り
組
む
。

　

我
が
党
議
員
団
提
案
の
「
保
護
者
負
担
の
一
層
の
軽
減
と
私
学

助
成
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
案
」
は
我
が
会
派
以
外
の
反
対
で

否
決
さ
れ
た
も
の
の
、「
私
学
教
育
の
振
興
に
関
す
る
意
見
書
案
」

が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

　

京
都
市
長
選
挙
ま
で
四
カ
月
を
切
っ
た
。
京
都
市
長
選
挙
は
、

原
発
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
め
ぐ
る
問
題
で
も
、
京
都
経
済

と
市
民
の
命
を
ま
も
る
自
治
体
の
在
り
方
を
問
う
点
で
も
、
全
国

注
視
の
選
挙
で
あ
る
。
我
が
党
議
員
団
は
、
市
長
選
挙
勝
利
に
全

力
を
挙
げ
て
奮
闘
す
る
。

　

同
時
に
、
福
祉
医
療
制
度
や
関
西
広
域
連
合
、
地
方
税
機
構
、

国
保
一
元
化
を
は
じ
め
、
山
田
知
事
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
が
実
行
さ

れ
て
い
く
段
階
に
あ
っ
て
、
そ
の
狙
い
と
本
質
を
告
発
し
、
原
発

ゼ
ロ
を
め
ざ
し
、
ま
た
深
刻
と
な
る
京
都
経
済
と
府
民
の
く
ら
し

を
支
え
る
た
め
力
を
尽
く
す
も
の
で
あ
る
。�
以
上

日
本
共
産
党　
　

京
都
府
会
議
員
団


